






















　2017 年 11 月 8 日、国際大会で優勝経験のある元女子マラソン選手が万引
きしたとして窃盗罪に問われ、宇都宮地方裁判所足利支部で懲役 1 年執行猶
予 3 年の有罪判決を受けた（朝日新聞朝刊、2017 年 12 月 6 日）。その理由と
して本人が法廷で語ったのは、選手時代に食事制限が原因で始まった摂食障




ようになったという。2018 年 12 月 3 日、この元女子マラソン選手は執行猶
予期間中に万引きしたとして再度窃盗罪に問われ、懲役 1 年保護観察付き執
行猶予 4 年（求刑懲役 1 年）の判決を言い渡されている（朝日新聞夕刊、2018




















いる。2014 年ソチ五輪 4 位のグレーシー・ゴールドも、自分自身で「私はう
つ、不安障害、摂食障害の治療を続けている」と発表し、平昌五輪出場を断
念している。またソチ五輪でロシアの団体金メダルに貢献したユリア・リプ












of Japanese Society of Clinical Sports Medicine』には女性アスリートを医学的な
立場から身心両面をサポートする研究や、予防対策としての女性アスリー
トのコンディションを評価する研究が掲載されている。『臨床スポーツ医学』































を測定するために開発された PAC 分析（個人別態度構造分析：Analysis of 
Personal Attitude Construct）を実施した。この PAC 分析はダイナミックな人間
的成長に視点をおき、個人の内面の構造を明らかにする技法として開発さ








　PAC 分析の対象者は基本的に 1 名で、本研究では表 1 の手順で実施した。
手順 1 ～ 4 では内藤（2002）に準拠しながらも、パーソナルコンピュータを用
いて処理の効率化を図った。これは PAC 分析支援ツール（土田，2016）を参
考にしたもので、利点として類似度評定などに要する時間を短縮し、対象者
の負担が軽減されることにあった。手順 5 においては統計解析ソフト SPSS
を用いクラスター分析を施し、デンドログラム（樹形図）を作成した。






















思いつくままに、連想した言葉を 1 語ずつ 1 枚のカードに書かせる。































には手順 2、3 および手順 7 で実施した対象者が連想した 13 項目を、重要度
順に並べ示した。減量に関連する 9 項目と、食事に関連する 4 項目であった。
各項目のイメージはプラス（＋）7 項目、マイナス（－）4 項目、どちらでもな














重要度 連 想 し た 内 容 イメージ
 1 がまん （－）
 2 試合 （＋）
 3 勝つ （＋）
 4 誘惑 （－）
 5 目標 （＋）
 6 きつい （－）
 7 暑い （－）
 8 汗 （ 0 ）











　項目 1 ～ 9 の類似度、そして項目 10 ～ 14 の類似度が高かったが、前者は
減量に関連する項目、後者は食事に関連する項目と考えられる。また「非常
に近い（1）」と評定した項目は、2「試合」と 3「勝つ」、2「試合」5「目標」、そし









連想項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13
1 がまん 0 2 3 3 3 2 4 3 2 7 7 7 7
2 試合 2 0 1 7 1 2 4 3 4 5 5 5 5
3 勝つ 3 1 0 5 1 5 5 5 5 7 7 7 7
4 誘惑 3 5 5 0 4 3 5 5 5 7 7 7 7
5 目標 4 1 1 5 0 5 5 5 4 7 7 7 7
6 きつい 3 4 4 3 5 0 3 4 3 7 7 7 7
7 暑い 2 4 5 5 5 3 0 2 2 7 7 7 7
8 汗 3 3 4 5 5 3 2 0 2 7 7 7 7
9 半身浴 3 4 5 5 4 4 2 2 0 7 7 7 7
10 緑黄色野菜 7 6 6 7 7 7 7 7 7 0 3 3 2
11 鉄分 7 6 6 7 7 7 7 7 7 3 0 3 3
12 玄米 7 5 5 7 6 7 7 7 7 3 3 0 3
13 低カロリー 7 5 7 7 7 7 7 7 7 3 3 3 0
38
3. 3. 対象者によるクラスターの解釈
　手順 6 に従い図 1 のデンドログラム（樹形図）をもとに、対象者にインタ

























　手順 7 に従いクラスター 1「忍耐」、クラスター 2「水ぬき」、クラス 3「栄養」
のクラスター相互の関連も含め、対象者について総合的に解釈する。対象者
のクラスターに関して、切断距離を 10.00 付近として 2 分割することを試案
としてインタビューを実施したが、既述のように対象者は 7.50 付近で 3 分割
した。項目 1 ～ 9 は減量に関連する項目であったが、これらを 2 つのクラス
ターとしたのは、対象者が減量に対する心構え「忍耐」と、減量の方法「水ぬき」
を区別していたと考えられる。インタビューでは大会 3 週間前から、普段の



































































開発された PAC 分析（Analysis of Personal Attitude Construct）を実施した。そ
の結果、以下のことが明らかになった。
































Institute of Sports Sciences：以下、JISS と略）に委託し、JISS は女性競技者特有の疾病、疾患に関
わるサポート体制に婦人科医を中心に女性医師の配置を強化している。2013 年度～「女性特有
の課題に対応した支援プログラム」、2016 年度～「女性アスリートの戦略的強化・支援プログラ















略的強化に向けた調査研究」を実施し、『アスリートのためのハンドブック Health Management for 
Female Athletes Special Version －妊娠期・産後／更年期・高齢期のコンディショニング』 （2016）、
『若年女性のスポーツ障害の解析』（2017）、『アスリートのためのハンドブック Health Management 
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